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方方「民的 1911」に見る辛亥革命  









学』 2011 年第 7 期）である。方方が脚本を担当した映画『民的
1911』（魯藝監督、 2011）が、 2011 年 9 月 28 日に武漢で初公開
されていることからも、「民的 1911」は辛亥革命（武昌蜂起）を
記念する映画作品のために書き下ろされたことが窺える。  





















方方が描いた「民」の意味について分析してゆきたい 。  
 












花 園 山 に 集 う 留 学 帰 り の 人 々 が 何 事 か を 議 論 し て い る 様 を う か
がっていた。  
 そして 1911 年がやってくる。小説には 1911 年の秋が始まり、
9 月 14 日以降の革命派の人々の動向および清朝側の動き、そし
て 民 た ち 武 昌 城 内 に 暮 ら す 庶 民 た ち の 様 子 が 克 明 に 描 か れ て い
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３．「民的 1911」に描く武昌蜂起と「民」  





らみつつも、「ドラマ」的要素の濃い物語として描かれている 。  
 武昌蜂起の起こる前後の 10 月 9 日から 11 日までの描写は革命
派の人々を中心に描いているため、主人公たちがなおざりにされ
ている感は否めない。しかし武昌蜂起がさまざまな障碍があるな










 例えば、1911 年 10 月 9 日午後に起こった宝善里の爆弾の爆発
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  孫武は窓際に座って、洗面器で爆薬を検査 しており、丁立中，













せん鍵がなく、戸棚の鍵を開くことができなかった。 ( 2 )  
 
 方方が描く同場面はかなりの長さになるため、上記との共通点
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史実に外れない程度の改編を行ったのであろう 。  
 方方は「民的 1911」の主な登場人物の職業でも 、武昌蜂起を
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と し た 」（ 川 島 真 『 近 代 国 家 へ の 模 索  1894-1925』 岩 波 新 書 、
2010、 p.133）とされるが、小説のなかでは 10 月 12 日に民の父
親が呼び出され、彼が黎元洪の辮髪を落とす役目を負ったと描か
れている。これは最初都督就任を拒んでいた黎元洪の態度が和ら
ぎ、辮髪を剪り落とすことに同意したのが、10 月 12 日とされる
こと（呉剣傑『武昌首義――辛亥革命在湖北』湖北長江出版集団・
湖北人民出版社、 2011、 p.95 参照）に由来するのだろう。  
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で、2 つの役割を果たすことになる。10 月 3 日に旗を受け取りに
趙師梅たちが来たときに、夜しか作業ができないからと言い訳を
しつつ、趙裁縫は依頼された 20 枚のうち 18 枚のみ旗を渡し、 2









そ こ で 趙 裁 縫 の と こ ろ に ま だ 残 り の 2 枚 が あ る こ と が 判 明 し 、
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れこそが鉄血〔強い意志と犠牲の精神〕という意味なんだ。どう
して星が 18 個かって？これは 18 の行政区で蜂起があったことを
示しているんだ。星がどうして黄色なのかって？これが表してい











興 味 を 持 た せ る き っ か け や 近 代 教 育 へ の 興 味 を か き た て る と い
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分 た ち の 暮 ら し 向 き に は 何 ら 変 わ り は な い と い う 現 実 を 民 に 指
し示すのだ。民にも母親の言に反論する余地はなく、一方では母
の言うことも認めざるを得な かったのである。  
 「民的 1911」は辛亥革命 100 周年を記念する作品のため、人々





の 長 い 歳 月 が ど の よ う に 社 会 を 変 革 し て い く の か と い う こ と に
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上にあると、方方は感じているのではないだろうか 。  
 
４．おわりに  






ち に と っ て は 革 命 は 具 体 的 な 形 は な く と も 輝 か し い 未 来 を 象 徴
している一方で、民の母親に代表されるように、政府が変わった
と し て も 暮 ら し が 変 わ る わ け で は な い と 否 定 的 な 捉 え 方 を も 描
いていることである。多くの「（人）民」にとっての 辛亥革命は、
革命派の人々や民たちのように意味のあるものではなく、日常を




うことでもないということを示している 。  
 このように「民的 1911」の指し示す「民」とは、もちろん主
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の 歴 史 や 建 築 物 を 調 べ た こ と が き っ か け で 、「 春 天 来 到 曇 華 林 」
（『小説月報・原創版』2006 年第 2 期）では武昌の曇華林を舞台
にした作品を描くことになったことは方方自身も語っている ( 3 )。


















と 緩 和 を う ま く ミ ッ ク ス し 悲 壮 感 の な い 作 品 と し て 仕 上 げ て い










（１）方方は引用の 頁数を示していない。  
（２） pp.165,166、（  ）内引用者。  
『辛亥武昌首義史』は注釈として、宝善里の事故が 10 月 8 日か
9 日の 2 つ の 説 が あ る こ と を述べたうえ、 9 日の午後 1 時から 4
時の間に起こったことと推察している。また引用部は劉同の談話
の記 録や 蔡 寄鴎 『 鄂州 血史 』（ 龍門 聯 合書 局、 1958） を 参照 し た
ことが付されているが、ここでは『辛亥武昌首義史』の記述のみ
に止める 。  
（３）『春天来 到 曇 華 林』（ 作家出版社、 2007）の「後記」で『漢口的
滄桑往事』を出版するにあたり、武漢の老建築物を調査したこと、
同 級 生 の 夏 武 全 た ち と 曇 華 林 を 歩 き 回 っ た こ と が 述 べ ら れ て い
る。何度か 曇 華 林 を訪れるなか、早春のある日「 春天来到曇華林」
と い う 言 葉 が 浮 か ん だ こ と で 、「 春 天 来 到 曇 華 林 」 を 創 作 す る こ
とになったと、方方は説明している。  
